
PrimeShip-
HULLCare

船体保守情報サービス

PrimeShip-HULLCare/2D internet

豊富な情報

船級検査を通じて得られた豊富な情報を提供します。
必要な情報が瞬時に取り出せるよう、多彩な検索オプションを用意しております。
 — 板厚計測記録表と計測箇所
 — 倉内やタンク内の状態評価のための写真
 — 修理プランや修理仕様
 — ペイント補修の詳細
 — CAS（Condition Assessment Scheme）Report
 — IACS UR S31の要求値（現存バルクキャリアの船側肋骨修理要件）

インターネットを用いて厳格な暗号化通信を行っておりますので、24時間世界中のどこからでも安全にアクセスできます。
なお、本サービスをご利用いただくために、費用は一切必要ありません。

インターネットを通じた情報提供

— 24時間365日世界中のどこからでも船体保守情報に
 アクセス
— 強化された検査計画（ESP）対象船をサポート
— ３次元データモデルに船体保守データを配置（オプション）

主な特徴

PrimeShip-HULLCareは、世界各地の検査拠点から集
められる膨大な検査データを整理分類し、個船毎の船体
保守情報を提供するサービスです。多彩かつ直感的な
表示方法を用いて船体の状態履歴を提供することで、船
舶のより適切な保守管理計画の立案をサポートします。
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多彩な情報表示

表、写真、図面など、視覚的に
本船の状況が把握できるよう
工夫されています。
イメージコンテンツはサムネイル
画像がリスト表示され、クリック
すると拡大表示されます。

衰耗率に従った色付図

板厚計測記録表

計測値の中で衰耗が
激しい部分は、
カラー表示されます。

サムネイル表示

検査写真 イメージ表示

修正プラン・塗装プラン・CAS Report
イメージ表示

連絡先：開発部
日本海事協会 研究センター
〒267-0056 千葉県緑区大野台1-8-3
E-mail: dvd@classnk.or.jp  Tel: 043-294-6672  Fax: 043-294-6924

PrimeShip-HULLCare/3D Model (Optional service)

3次元モデルによるデータの表示

3次元モデルに船体保守データを配置することにより、
より直感的に本船の状態を把握することができます。
また、入力されている板厚計測データを使って、現在の
状態における断面性能評価を行うことができます。


